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先人の意志を継ぐ
校長 今屋 厚造

今年度初めのＰＴＡ総会でお話した桜の植樹が、先日の土曜授

業の日に行われました。５ｍほどのしっかりした７本の「ジンダ

イアケボノ」という苗木を、業者の方のお世話になりながら石垣

周辺に植えました。春にはこれまでのソメイヨシノの白色と、新

しいジンダイアケボノの朱色の花の濃淡が小学校を彩ってくれる

と思います。

この度の桜の植樹は、学校林の売上金と楠元森林組合様の寄付

金で実施することができました。そもそも「学校林」とは、木材

としての樹木の生産活動を通して、その売上金を学校教育に寄与

することを目的としています。ところがその生長は、野菜のよう

に１年のうちに育ったり、果実のように数年で実がなったりする

ものではありません。売り物として出荷するまでに大きくなるに

は、５０年以上の年月が必要であると言われています。

それは今から６８年前、昭和３１年３月１日に楠元町共有地（薩

摩川内市楠元町涼松 2680 番地）に、ＰＴＡ活動として５・６年の

児童と共に始められました。当時１２歳の６年生は、今８０歳に

なる方々だと思われます。記録では初年度に１５６０本、翌年の

昭和３２年には３５００本、さらに昭和３３年にも５００本の杉やヒノキの苗木が植樹されました。

水やりの難しい山では思うように生育できなかったのかも知れません。膨大な数の追加補植の記録か

ら当時のご苦労が偲ばれます。さらに、苗木がうまく根付いた後も周囲が草に覆われると、日光が遮

られてしまいます。そのため、年間数回の下草払いの作業を昭和５０年までＰＴＡ活動として続けら

れていたようです。その時の子供たちの学校生活には直接関係のないこのような活動が長い間続けら

れたのはどうしてでしょう。記録の最後に、次のような言葉が記されていました。

「郷土の先人の教育尊重の志を継承する。」

ＰＴＡ活動として学校林活動が無くなって久しく、今では学校林の存在も忘れ去られていました。

この度の売却により引き継がれた財産はなくなりましたが、いただいたお金を使って新しい桜の木を

学校に植えることで、これまでの方々への感謝の意を表し、これからの子供たちに、その意志をつな

ぐことができると考えました。

三学期から校区外の転校生を１名迎え、児童数が昨年度と同じ２７名になりました。入学予定数が

年々減少する傾向ですが、１０年後、３０年後、５０年後も平佐東小学校から子供たちの元気な声が

聞こえてくることを願いながら、その時の卒業式や入学式を桜の花が盛大に祝ってくれることを思い

浮かべています。

【苗木の植樹の様子】

【森林組合の方への御礼】



学校応援団の
温かいサポート1/10、11
学校応援団の城先生にご協力いただき、書き

初め展に向けた書写の指導をしていただきまし

た。1・2 年生は硬筆、3 ～ 6 年生は毛筆のコツ
を丁寧に教えていただき、子供たちは真剣に取

り組んでいました。一人ひとりに寄り添ったア

ドバイスをいただいたことで、子供たちは自信

を持ち、集中して練習することができました。

この経験を通じて、書道

への興味や目標に向かう

意欲も高まったようで

す。城先生には、貴重な

お時間をいただき、心よ

り感謝しています。あり

がとうございました。 【毛筆指導の様子】

あったか宝くじ 1/16
子供たちが楽しみにしていた「あったか宝

くじ」は、図書の本をたくさん読むと挑戦で

きるくじ引きイベントです。全児童を対象に

図書委員会が企画し、読む本の数に応じてく

じを引くチャンスが増え

る仕組みで、読書の楽し

さを広げます。図書室で

のワクワク体験を通し

て、さらに読書が好きに

なってほしいです。

行事予定

５日(水) 新入学児説明会
新１年生との交流

6日(木) 移動図書
9日(日) 平佐東史跡めぐりウォーキング

１１日(火) 建国記念の日
１３日(木) なかよし作品展(～21日)
２０日(木) 中学校体験入学・入学説明会

【小中一貫教育】

２３日(日) 天皇誕生日
２７日(木) なわとび大会 全体ＰＴＡ

学級ＰＴＡ 教育相談

２８日(金) お別れ遠足 かごしま水族館

新たな一歩三学期スタート 始業式1/8(水)
いよいよ三学期が始まりました。冬休みを元気

に過ごし、新しい気持ちでこの日を迎えられたこ

とと思います。今年はランチルームでの始業式と

なりましたが、寒さに負けず、前向きな気持ちで

スタートしていきましょう。

【始業式での代表児童の発表内容の紹介】

〇 １・２年生は、家族で「初日の出」を見るために山登りをした楽しい体験を話してくれまし

た。さらに、三学期は足し算と引き算を頑張るという力強い目標も教えてくれました。

〇 ３・４年生は、「自分に勝つ三学期」というテーマを掲げ、縄跳び大会に向けての努力や柔道

の習い事に全力を尽くすことを誓いました。

〇 ５・６年生は、テストで良い結果を目指して努力することや、縄跳び大会で新しい技に挑戦

するという目標を堂々と発表してくれました。

【３・４年生代表】 【５・６年生代表】【１・２年生代表】

保護者と地域の力で安全を
登校指導1/8～1/10

１年間、子供たちの登下校を温かく見守っ

ていただき、本当にありがとうございました。

特に、年間３回の朝の旗振りにご協力いただ

いた保護者の皆様には、心より感謝申し上げ

ます。皆様の力添えのおかげで、子供たちは

安全に、そして安心して学校に通うことがで

きました。また、寒い日や雨の日も、明るい

笑顔で見守ってくださっ

た地域有志の皆様の姿

は、子供たちにとって大

きな励みになりました。

これからも地域全体で子

供たちの安全を守ってい

ただければ幸いです。 【安全指導の様子】

県作文コンクール(県審査)

２年生 上村 葵音さん 入選
５年生 田中 昭太さん 入選

おめでとうございます


